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令和元年（2019 年）７月 28 日

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
の
対
策

を
と
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

⑴
目
的
・
基
本
理
念
と
し
て
、
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
実
現
、
子
ど
も
の

意
見
を
聞
く
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
明
記
す
る
こ
と
。
⑵
市
区
町

村
ご
と
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
を
立
て
る
こ

と
。
⑶
義
務
教
育
の
完
全
無
償

化
な
ど
、
全
て
の
子
ど
も
を
対

象
と
す
る
普
遍
的
な
政
策
を
基

本
に
す
る
こ
と
。
⑷
親
や
家
族

へ
の
支
援
と
、
労
働
や
雇
用
環

境
の
改
善
と
所
得
再
分
配
の
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。
⑸
ひ
と
り
親
家

庭
の
貧
困
率
を
先
進
諸
国
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
）
の
平
均
値
並

み
と
す
る
改
善
目
標
の
設
定
と

検
証
体
制
の
構
築
を
明
記
す
る

こ
と
。
⑹
子
ど
も
の
生
活
実
態

を
把
握
す
る
全
国
的
な
調
査
の

実
施
と
、
子
ど
も
の
貧
困
を
多

様
に
把
握
す
る
た
め
の
指
標
の

開
発
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

◇
郵
便
区
分
機
の
有
効
活
用
及

び
消
印
機
配
置
復
活
を
求
め
る

決
議

　

本
市
議
会
は
、
日
本
郵
政
株

式
会
社
、
日
本
郵
便
株
式
会

社
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
を
緊
急
に
求
め
る
。

⑴
三
鷹
郵
便
局
等
撤
去
さ
れ
た

郵
便
局
の
消
印
機
を
復
活
配
置

す
る
こ
と
。
⑵
「
投
票
所
入
場

整
理
券
」
同
封
郵
便
を
年
賀
状

の
と
き
に
使
用
す
る
区
分
機
に

か
け
、
速
や
か
に
本
人
に
送
達

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
⑶

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
が
速

や
か
に
本
人
に
送
達
さ
れ
る
よ

う
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
31

条
を
改
正
す
る
こ
と
。
⑷
そ
の

た
め
郵
便
局
職
員
の
増
員
に
必

要
な
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

も
に
道
路
・
交
通
の
安
全
点
検

を
合
同
で
行
い
、
市
区
町
村
と

連
携
し
て
安
全
点
検
を
実
施
す

る
こ
と
。
⑵
「
危
険
箇
所
」
の

解
消
に
向
け
、
交
差
点
に
お
け

る
歩
車
分
離
式
信
号
の
設
置
、

防
護
柵
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
や

横
断
歩
道
の
設
置
、
縁
石
に
よ

る
歩
車
分
離
や
歩
道
の
確
保
、

警
戒
標
識
・
路
面
標
示
の
設
置

な
ど
、
有
効
な
対
策
を
市
区
町

村
と
協
力
し
て
推
進
す
る
こ

と
。
⑶
車
優
先
の
道
路
・
交
通

政
策
を
見
直
し
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
を
図
る
こ
と
。
⑷
安
全

対
策
の
た
め
に
必
要
な
予
算
措

置
を
実
施
す
る
こ
と
。
⑸
保
育

士
配
置
基
準
を
見
直
し
、
園
外

活
動
に
お
け
る
安
全
確
保
に
必

要
な
保
育
士
等
職
員
の
増
配
置

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
非
正
規

職
員
も
含
め
た
保
育
士
等
職
員

の
処
遇
改
善
を
図
り
、
職
場
へ

の
定
着
や
経
験
の
蓄
積
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
。
⑹
国
、
東
京

都
、
市
区
町
村
、
警
察
等
、
関

係
各
局
が
連
携
し
て
安
全
対
策

に
取
り
組
む
た
め
の
横
断
的
体

制
を
つ
く
る
こ
と
。

◆

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

に
よ
る
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
、
政
府

及
び
東
京
都
に
対
し
、
次
の
事

項
を
強
く
求
め
る
。
⑴
法
定
労

働
時
間
の
労
働
で
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
が
で
き

る
賃
金
を
保
障
す
る
た
め
、
最

低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。
⑵
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
対
応
す
る
賃
上
げ
が
困
難
な

中
小
・
零
細
企
業
に
対
し
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
国
及
び
東
京
都
に

よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

◆

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
と
「
子
供

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
意
見
書

１
８
年
９
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄

県
知
事
選
挙
で
も
大
き
な
争
点

と
な
り
、
新
基
地
建
設
反
対
を

訴
え
た
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
39

万
６
千
632
票
の
史
上
最
多
の
投

票
で
当
選
し
て
い
る
。
県
民
投

票
で
は
さ
ら
に
多
く
の
人
が
、

埋
め
立
て
反
対
の
票
を
投
じ
た

こ
と
か
ら
も
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
民
意
は

明
ら
か
と
言
え
る
。
さ
ら
に
条

例
で
定
め
た
日
本
の
首
相
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
通
知

す
る
と
し
た
４
分
の
１
を
は
る

か
に
超
え
る
「
反
対
」
票
数
で

あ
り
、
県
民
の
辺
野
古
埋
め
立

て
反
対
の
意
志
は
明
ら
か
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
地
方
自
治
の
尊

重
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
沖
縄

県
民
投
票
で
示
さ
れ
た
結
果
を

尊
重
し
、
対
話
に
よ
る
解
決
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
。

◆

学
校
施
設
環
境
整
備
事
業
に

対
す
る
さ
ら
な
る
補
助
を
求
め

る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、
学
校
環
境
整
備

事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
十
分

な
予
算
枠
を
確
保
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
、
安

心
、
快
適
に
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
次
の
事
項
を
強
く
要
望

す
る
。
⑴
学
校
施
設
環
境
整
備

に
係
る
補
助
を
当
初
予
算
で
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
。
⑵
交
付

団
体
と
不
交
付
団
体
と
で
、
補

助
率
に
差
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。
⑶
学
校
施
設
環
境
整
備

に
係
る
補
助
金
の
補
助
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。

◆

保
育
園
等
の
園
外
活
動
の
安

全
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、
次
の
事
項
を
強

く
求
め
る
。
⑴
保
育
園
等
か
ら

危
険
な
箇
所
を
出
し
て
も
ら

い
、
道
路
管
理
者
や
警
察
と
と

う
認
識
を
社
会
全
体
で
共
有
で

き
る
よ
う
周
知
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
法
施
行
後
必
要
な

検
討
を
進
め
る
と
し
て
い
る
民

法
上
の
懲
戒
権
や
子
ど
も
の
権

利
擁
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

速
や
か
に
結
論
を
出
す
こ
と
。

⑵
学
校
に
お
け
る
虐
待
防
止
体

制
の
構
築
や
警
察
と
の
連
携
強

化
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

配
置
の
た
め
の
財
政
的
支
援
を

行
う
こ
と
。
⑶
虐
待
防
止
の
た

め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
全

て
の
都
道
府
県
・
市
町
村
で
速

や
か
に
構
築
が
で
き
る
よ
う
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
全
国

統
一
の
運
用
ル
ー
ル
や
基
準
を

国
に
お
い
て
速
や
か
に
定
め
る

こ
と
。
⑷
児
童
相
談
所
と
Ｄ
Ｖ

被
害
者
支
援
を
行
う
婦
人
相
談

所
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
児

童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
の
双
方
か
ら
親

子
を
守
る
体
制
強
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
の
体

制
整
備
や
妊
娠
・
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
設

置
推
進
を
図
る
こ
と
。

◆

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
を
尊

重
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
９
年
２
月
24
日
、
政

府
が
沖
縄
県
に
あ
る
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
代
替
施
設
と
し

て
、
同
県
の
名
護
市
辺
野
古
に

計
画
し
て
い
る
、
新
基
地
建
設

の
た
め
の
埋
め
立
て
に
つ
い
て

の
賛
否
を
問
う
沖
縄
県
民
投
票

が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
投
票

率
52
・
48
％
、
「
賛
成
」
11
万

４
千
933
票
、
「
反
対
」
43
万
４

千
273
票
、
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
５
万
２
千
682
票
で
、
「
反

対
」
が
有
効
投
票
数
の
72
・
15

％
に
な
り
、
辺
野
古
埋
め
立
て

反
対
が
他
の
回
答
を
大
き
く
上

回
る
結
果
に
な
っ
た
。
ま
た
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
は
、
２
０

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所

管
事
項
に
つ
い
て
改
め
る
も
の

で
す
。

◆

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
今
国
会
で
児
童
福

祉
法
等
が
改
正
さ
れ
た
が
、
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項

に
つ
き
、
取
り
組
み
の
推
進
を

強
く
求
め
る
。
⑴
「
し
つ
け
に

よ
る
体
罰
は
要
ら
な
い
」
と
い

◆
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

貝
ノ
瀨　

滋
氏
（
新
任
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

山
本　

剛
嗣
氏
（
再
任
）

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

地
形
等
の
問
題
か
ら
、
民
有

地
に
公
共
下
水
道
を
整
備
す
る

た
め
、
土
地
所
有
者
の
協
力
を

得
て
、
昭
和
61
年
か
ら
無
償
で

使
用
し
て
き
た
大
沢
一
丁
目
の

場
所
が
、
土
地
所
有
者
の
事
情

に
よ
り
売
り
払
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
下
水
道
施
設
の
占
有

部
分
に
つ
い
て
寄
附
を
受
け
、

市
道
第
852
号
線
と
し
て
路
線
の

認
定
を
行
う
も
の
で
す
。

相
手
方
は
、
東
京
都
千
代
田
区

神
田
須
田
町
一
丁
目
25
番
地
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
営
業

本
部
東
京
営
業
部
で
、
工
期
は

契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら
令
和

３
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
第
一
中
学
校
長
寿

命
化
改
修
Ⅱ
期
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
と
防

災
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め

に
、
平
成
30
年
度
に
引
き
続

き
、
第
一
中
学
校
の
長
寿
命
化

改
修
の
Ⅱ
期
の
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。
契
約
の
金
額
は
２
億

６
千
676
万
円
、
契
約
の
相
手
方

は
、
東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
三

丁
目
４
番
29
号
白
石
・
大
創
建

設
共
同
企
業
体
で
、
工
期
は
契

約
確
定
日
の
翌
日
か
ら
令
和
２

年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

法
の
拡
充
と
し
て
新
た
に
月
賦

償
還
を
加
え
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

  

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
下
水
道
使
用
料
に
係
る
消

費
税
率
を
８
％
か
ら
10
％
に
改

め
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
元
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て
は

３
面
に
関
連
記
事
掲
載

◆
中
仙
川
雨
水
貯
留
施
設
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

更
な
る
水
害
対
策
と
し
て
中

原
一
丁
目
に
、
調
布
市
と
連
携

し
、
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額
は

２
億
３
千
706
万
円
、
契
約
の
相

手
方
は
、
東
京
都
三
鷹
市
井
口

三
丁
目
19
番
23
号
株
式
会
社
カ

ナ
エ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌
日
か

ら
令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で
で

す
。

◆
三
鷹
市
東
部
水
再
生
セ
ン
タ

ー
監
視
制
御
設
備
等
更
新
工
事

（
第
三
期
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
監

視
制
御
設
備
等
の
更
新
工
事
に

つ
い
て
、
第
三
期
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額

は
10
億
９
千
80
万
円
、
契
約
の

◆
三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

新
た
に
都
市
再
生
部
を
設
置

し
、
分
掌
事
務
を
定
め
る
と
と

も
に
、
都
市
整
備
部
の
分
掌
事

務
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
導
入

し
、
当
該
職
員
の
報
酬
、
期
末

手
当
、
勤
務
時
間
等
を
定
め
る

ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

  

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
個
人
市
民
税
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用

期
限
の
延
長
等
を
行
う
と
と
も

に
、
法
人
市
民
税
の
電
子
申
告

義
務
化
に
伴
う
例
外
措
置
、
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨

時
的
軽
減
等
を
行
う
ほ
か
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

  

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け

に
つ
い
て
、
必
須
で
あ
っ
た
保

証
人
を
任
意
と
し
、
貸
付
利
率

を
改
め
る
と
と
も
に
、
償
還
方

第
２
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

契
　
約

条
　
例

意
見
書
・
決
議
（
要
旨
）

東部水再生センター第一中学校

人
　
事

そ
の
他


